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概要・基本設定

概要・基本設定

バーチャル LAN（VLAN）は、スイッチの設定によって論理的にブロードキャストドメインを分割する機

能です。レイヤー 2スイッチは、宛先MACアドレスとフォワーディングデータベースを用いて不要なトラ

フィックをフィルタリングする機能を持ちますが、未学習の宛先MACアドレスを持つユニキャストフレー

ムと、マルチキャスト/ブロードキャストフレームは全ポートに出力します。VLANを作成して、頻繁に通

信を行うホスト同士をグループ化することにより、不要なトラフィックの影響を受ける範囲を限定し、帯域

をより有効に活用できるようになります。

デフォルト VLAN

ご購入時の状態ではすべてのポートがVLAN default（VID=1）に所属しており、相互に通信可能な状態に

なっています。

ポート VLAN

ポート VLANは、ポート単位で VLANの範囲を設定する基本的な VLANです。

1. 新規にVLANを作成するにはCREATE VLANコマンド（14ページ）を使います。VLAN作成時に

は、VLAN名と VLAN ID（VID）を割り当てる必要があります。VLAN名は任意の文字列（ただ

し、先頭が数字の文字列と「default」、「ALL」は使用できません）、VIDは 2～4094の範囲の任意の

数値（1は VLAN defaultのために予約済みです）です。ここでは、3つの VLAN、A（VID=10）、

B（VID=20）、C（VID=30）を作成します。

CREATE VLAN=A VID=10 ↵
CREATE VLAN=B VID=20 ↵
CREATE VLAN=C VID=30 ↵

これ以降、VLAN名を指定するときはVLAN名、VIDのどちらを使ってもかまいません。ここでは

VLAN名を使います。

2. VLANを作成したら、ADD VLAN PORTコマンド（12ページ）で VLANにポートを割り当てま

す。ここでは、VLAN Aにポート 1～2を、VLAN Bにポート 3～5を、VLAN Cにポート 6～8を

割り当てます。

ADD VLAN=A PORT=1,2 ↵
ADD VLAN=B PORT=3-5 ↵
ADD VLAN=C PORT=6-8 ↵

このようにしてポートを default 以外の VLAN に割り当てると、そのポートは自動的に VLAN

default から削除されます。すなわち、8ポートの製品である GS908SS で上記の設定を終えると

VLAN defaultには所属ポートが 1つもない状態になります。
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概要・基本設定

スイッチA

1-2 3-5 6-8

VLAN A (10) VLAN B (20) VLAN C (30)

これで、物理的には 1台のスイッチでありながら、ネットワーク的には 3台のスイッチに分割されたような

状態となります。VLAN A、B、Cは完全に独立しており、互いに通信することはできません。

■ VLANの情報を確認するには、SHOW VLANコマンド（24ページ）を使います。

■ VLANからポートを削除するには、DELETE VLAN PORTコマンド（16ページ）を使います。例えば、

ポート 7と 8を VLAN Aから削除するには、次のように設定します。default以外のVLANから削除され

たポートは、自動的に VLAN defaultの所属に戻ります。

DELETE VLAN=A PORT=7-8 ↵

■ ポートが所属する VLANを変更する場合、例えば上記の例で、VLAN Aに所属していたポート 8を、

VLAN Bの所属に変更するような場合には、一度、ポート 8を VLAN Aから削除してから、VLAN Bに

ポートを割り当ててください。

■ VLANを削除するには、DESTROY VLANコマンド（18ページ）を使います。VLANの削除は、所属

ポートをすべて削除してからでないと行えません。VLAN Cを削除するには、次のように設定します。

DELETE VLAN=C PORT=ALL ↵
DESTROY VLAN=C ↵

✎ VLAN defaultは削除できません。

タグ VLAN

タグ VLANを使用すると、1つのポートを複数の VLANに所属させることができます。これは、イーサ

ネットフレームに VLAN IDの情報を挿入し、各フレームが所属する VLANを識別できるようにすること

によって実現されます（802.1Q VLANタギング）。タグVLANは、複数のVLANを複数の筐体にまたがっ

て作成したい場合や、802.1Q対応サーバーを複数 VLANから共用したい場合などに利用します。

各ポートの VLAN設定には次のルールが適用されます。

• ポートは、0～1つの VLANにタグなしポート（Untagged Port）として所属できる
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概要・基本設定

• ポートは、0～複数の VLANにタグ付きポート（Tagged Port）として所属できる

• ミラーポート以外のポート（通常のポート）は、必ず 1つ以上の VLANに所属していなくてはなら

ない

✎ VLANタグを使用する場合、接続先機器も VLANタグ（802.1Q）に対応している必要があります。

✎ ポート認証のAuthenticatorポートをタグ付きに設定することはできません。

VLANタグ対応サーバーの共用

VLANタグを利用して、ポート 4を 2つの VLANに所属させ、どちらの VLANからも 802.1Q対応サー

バーにアクセスできるように設定します。

✎ VLANタグを使用する場合、接続先機器も VLANタグ（802.1Q）に対応している必要があります。

ここでは次のようなネットワーク構成を例に説明します。

スイッチA

1-3 4 5-8

VLAN A (10) VLAN B (20)802.1Q
サーバー�

1. VLAN A、Bを作成します。

CREATE VLAN=A VID=10 ↵
CREATE VLAN=B VID=20 ↵

2. VLAN Aにポートを追加します。ポート 1～3はタグを使わない通常のポートに設定し、ポート 4は

タグを使用するポートとして設定します。VLANにタグ付きポートを追加するときは、ADD VLAN

PORTコマンド（12ページ）の FRAMEパラメーターに TAGGEDを指定します。FRAMEパラメー

ターを付けなかったときはタグなし（UNTAGGED）となります。

ADD VLAN=A PORT=1-3 ↵
ADD VLAN=A PORT=4 FRAME=TAGGED ↵
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概要・基本設定

3. VLAN Bにポートを追加します。ポート 5～8はタグを使わない通常のポートに設定し、ポート 4は

タグを使用するポートとして設定します。

ADD VLAN=B PORT=5-8 ↵
ADD VLAN=B PORT=4 FRAME=TAGGED ↵

以上で設定は完了です。

これにより、ポート 1～8から送受信されるフレームは次のようになります。

ポート 1～3 送信 ポート 1～3から送信するフレームは VLAN A宛てのタグなしフレーム

受信 ポート 1～3で受信したタグなしフレームは VLAN A（VID=10）所属とみなされ

る

ポート 4 送信 ポート 4 から送信するフレームは、VLAN A 宛てなら VID=10 のタグ付きで、

VLAN B宛てなら VID=20のタグ付きで送信される

受信 ポート 4では VLAN A、B両方のトラフィックを受信する。受信するフレームは

タグ付き。タグの VIDにより、所属 VLANを判断する

ポート 5～8 送信 ポート 5～8から送信するフレームは VLAN B宛てのタグなしフレーム

受信 ポート 5～8で受信したタグなしフレームはVLAN B（VID=20）所属とみなされる

表 1:

■上記の設定では、ポート 4は VLAN defaultにも（タグなしポートとして）所属したままになっていま

す。他にも VLAN default所属のポートがあってトラフィックが流れている場合、ポート 4にも VLAN

defaultのブロードキャストパケットが送出されます。これが望ましくない場合は、DELETE VLAN PORT

コマンド（16ページ）を使って、ポート 4を VLAN defaultから削除します。

DELETE VLAN=default PORT=4 ↵

VLANタグを利用したスイッチ間接続

VLANタグを利用して、2台のスイッチにまたがる VLANを作成します。ここでは次のようなネットワー

ク構成を例に説明します。ポート 16をタグ付きに設定し、VLAN A、B両方のトラフィックがスイッチ間

で流れるように設定します。
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概要・基本設定

スイッチA スイッチB

1-5 6-15 16

VLAN B (20)

16 6-15 1-5

VLAN A (10)

スイッチの設定（A、B共通）

1. VLAN A、Bを作成します。

CREATE VLAN=A VID=10 ↵
CREATE VLAN=B VID=20 ↵

2. VLAN Aにポートを追加します。ポート 1～5はタグを使わない通常のポートに設定し、ポート 16は

タグを使用するポートとして設定します。VLANにタグ付きポートを追加するときは、ADD VLAN

PORTコマンド（12ページ）の FRAMEパラメーターに TAGGEDを指定します。FRAMEパラメー

ターを付けなかったときはタグなし（UNTAGGED）となります。

ADD VLAN=A PORT=1-5 ↵
ADD VLAN=A PORT=16 FRAME=TAGGED ↵

3. VLAN Bにポートを追加します。ポート 6～15はタグを使わない通常のポートに設定し、ポート 16

はタグを使用するポートとして設定します。

ADD VLAN=B PORT=6-15 ↵
ADD VLAN=B PORT=16 FRAME=TAGGED ↵

設定は以上です。

■複数のスイッチにまたがる VLANを作成する場合は、各筐体で同じ VLAN IDを設定するようにしてく

ださい。一方、VLAN名は個々の筐体内でしか意味を持たないので、スイッチごとに異なっていてもかまい

ません（ただし、混乱を防ぐ意味では同じ名前を付けた方がよいでしょう）。

■上記の設定では、ポート 16は VLAN defaultにも（タグなしポートとして）所属したままになっていま

す。他にも VLAN default所属のポートがあってトラフィックが流れている場合、ポート 16にも VLAN
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概要・基本設定

defaultのブロードキャストパケットが送出されます。これが望ましくない場合は、DELETE VLAN PORT

コマンド（16ページ）を使って、ポート 16を VLAN defaultから削除します。

DELETE VLAN=default PORT=16 ↵

マルチプル VLAN

SET VLAN MODEコマンド（20ページ）でマルチプル VLANモードを指定すると、マルチプル（セレ

クタブル・ポート）VLANになります。マルチプルVLANモードを選択すると、自動的にUV、CV、NV

という 3つの属性に分類される VLAN が作成されます。VLAN の設定は固定で、新規 VLAN の作成や

VLAN名の変更はできませんが、すべてのポートをUV、CV、NVのいずれかのVLANに割り当てること

ができます。UV、CV、NVの各属性と VLANの定義は下表のとおりです。

　 UV（アップリンクVLAN） CV（クライアントVLAN） NV（ノーマル VLAN）

属性 ルーター（インターネッ

ト）やサーバーなどの共

有機器の接続を行うため

の VLAN

各部屋や各教室など互い

の通信を制限するコンピ

ューターの接続を行うた

めの VLAN

通常のスイッチとして使

用するためのマルチプ

ル VLAN から独立した

VLAN

VLAN数（固定） 3個 3× 33個 10個

VLAN名（固定） UV1 CV1～CV33 NV1～NV10

　 UV2 CV34～CV66 　

　 UV3 CV67～CV99 　

VLANID（固定） UV1=200 CV1～CV33=1～33 NV1～NV10=100～109

　 UV2=201 CV34～CV66=34～66 　

　 UV3=202 CV67～CV99=67～99 　

表 2:

✎ 1つの VLANにつき複数ポートを割り当てることができます。

マルチプル VLANの仕様は、次のとおりです。

• クライアントポート（CVに属するポート）間では通信ができない

• クライアントポートとアップリンクポート（UVに属するポート）間では通信が可能

• アップリンクポートとクライアントポートのグループ（マルチプルVLAN）とノーマルVLAN（NV）

間では通信ができない

• 802.1Qタグ付きパケットのタグは認識せず、そのまま転送する

• ポートセキュリティーおよびポートミラーリング機能は使用可能

✎ クライアントポート（CV に属するポート）では、管理機能（PINGや Telnetなど）を使用することはできま
せん。
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概要・基本設定

✎ アップリンクポート（UVに属するポート）同士を接続しないでください。

スイッチA

1 2 3 16

WAN
(Internet, etc...)

CV間の 
通信不可 

CVとUV間の 
通信は可 

4

CV2

CV3

CV4

 ルーター

 UV1

マルチプルVLANモードに変更後のデフォルトのポート割り当ては、下記のようになっています。（GS916SS

の場合）

Manager > show vlan

VLAN Information

--------------------------------------------------

Port Vlan

-----------------------

01 : UV1

02 : CV2

03 : CV3

04 : CV4

05 : CV5

06 : CV6

07 : CV7

08 : CV8

09 : CV9

10 : CV10

11 : CV11

12 : CV12

13 : CV13

14 : CV14

15 : CV15

16 : CV16

-----------------------
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概要・基本設定

設定例

次に、マルチプル VLANの設定例（GS916SSを使用した例）を示します。

ここでは、マルチプルVLANモードに変更し、ポート 1、2をUV1、ポート 3～10を CV1、ポート 11～16

を CV10に変更します。

スイッチA

CV1

1 2 3 16

WAN
(Internet, etc...)

同一CV間の 
通信は可 

CVとUV間の 
通信は可 

4

UV1

155 6 14

CV10

異なるCV間の 
通信は不可 

1. VLANモードを変更します。

SET VLAN MODE=MULTIPLE ↵

2. ポート 1、2をUV1に、ポート 3～10を CV1、ポート 11～16を CV10に変更します。

SET VLAN=UV1 PORT=1,2 ↵

SET VLAN=CV1 PORT=3-10 ↵

SET VLAN=CV10 PORT=11-16 ↵

3. 現在の設定をスクリプトファイルに保存し、起動時設定ファイルに指定します。

CREATE CONFIG=multiple.cfg ↵

SET CONFIG=multiple.cfg ↵

4. 本製品を再起動します。

RESTART REBOOT ↵

VLANモードの変更後は、本製品を再起動してから、IPアドレスの設定、スタティックエントリーの追加
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概要・基本設定

などを行ってください。

✎ マルチプル VLANモード時は、ポートトランキングを使用できません。
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ADD VLAN PORT

ADD VLAN PORT

カテゴリー：バーチャル LAN

ADD VLAN={vlan-name|1..4094} PORT={port-list|ALL} [FRAME={TAGGED|
UNTAGGD}]

vlan-name: VLAN名
port-list :スイッチポート番号（1～。ハイフン [-]、カンマ [ , ]を使った複数指定も可能）

解説

VLANにポートを追加する。

マルチプル VLANモード時は、ポートと VLANの対応は、SET VLAN PORTコマンドを使用するためエ

ラーとなる

パラメーター

VLAN VLAN名または VLAN ID

PORT 対象となるスイッチポート番号または ALL。ALLを指定した場合はすべてのスイッチポートが対

象となる。各ポートは、タグなしポートとしては 1つの VLANだけに、タグ付きポートとしては複

数の VLANに所属できる。ミラーポートを VLANに追加することはできない

FRAME 該当 VLANのタグ設定。TAGGED（タグ付き）、UNTAGGED（タグなし）から選択する。デ

フォルトはUNTAGGED

入力・出力・画面例

Manager > add vlan=test port=1-5

Operation successful.

Manager > add vlan=test port=6 frame=tagged

Operation successful.

例

■VLAN「test」にポート 1～5を（タグなしポートとして）割り当てる

ADD VLAN=test PORT=1-5

■VLAN「test」にポート 6をタグポートとして割り当てる
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ADD VLAN PORT

ADD VLAN=test PORT=6 FRAME=TAGGED

備考・注意事項

ポートが default以外の VLANにタグなしポートとして所属している場合は、いったん同VLANから削除

して別の VLANに所属させる必要がある。ポートが VLAN defaultに所属している状態で UNTAGGED

を指定して別の VLANに追加すると、自動的に VLAN defaultから削除される

関連コマンド

CREATE VLAN（14ページ）

DELETE VLAN PORT（16ページ）

DESTROY VLAN（18ページ）

SET VLAN MODE（20ページ）

SET VLAN PORT（22ページ）

SHOW VLAN（24ページ）
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CREATE VLAN

CREATE VLAN

カテゴリー：バーチャル LAN

CREATE VLAN=vlan-name VID=2..4094

vlan-name: VLAN名（20文字まで。半角英数字、およびハイフン [-]、アンダーバー [ ]、ピリオド [ . ]、開始丸かっ
こ [(]、終了丸かっこ [)]が使用可。大文字・小文字の属性は無視されるが、表示には大文字・小文字の区別が反映され
る。VLAN名の先頭は英字でなくてはならない。また「default」「ALL」では作成できない

解説

VLANを作成する。VLANは新規で 255個まで作成できる。

マルチプル VLANモードの場合は、VLANの作成は不要のため、エラーメッセージが表示される。

パラメーター

VLAN VLAN名。この名前はコマンドでの指定を簡単にするためのもので、スイッチの外に送られるこ

とはない

VID VLAN ID。タグ付きポートでは、この値を元に VLANを識別する。ポートVLANの場合は単なる

識別子として使われる。

入力・出力・画面例

Manager > create vlan=test vid=3

Operation successful.

例

■VLAN ID3の VLAN「test」を作成する

CREATE VLAN=test VID=3

関連コマンド

ADD VLAN PORT（12ページ）

DELETE VLAN PORT（16ページ）

DESTROY VLAN（18ページ）

SET VLAN MODE（20ページ）

SET VLAN PORT（22ページ）
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CREATE VLAN

SHOW VLAN（24ページ）

バーチャル LAN CentreCOM GS900SSシリーズ コマンドリファレンス 1.6.19
613-000924 Rev.D

15



DELETE VLAN PORT

DELETE VLAN PORT

カテゴリー：バーチャル LAN

DELETE VLAN={vlan-name|1..4094} PORT={port-list|ALL}

vlan-name: VLAN名
port-list :スイッチポート番号（1～。ハイフン [-]、カンマ [ , ]を使った複数指定も可能）

解説

VLANからポートを削除する。

マルチプル VLANモード時は、ポートと VLANの対応は、SET VLAN PORTコマンドを使用するためエ

ラーとなる

パラメーター

VLAN VLAN名または VLAN ID

PORT 対象となるスイッチポート番号または ALL。ALLを指定した場合はすべてのスイッチポートが対

象となる

入力・出力・画面例

Manager > delete vlan=test port=5

Operation successful.

例

■VLAN「test」のポート 5を削除する

DELETE VLAN=test PORT=5

備考・注意事項

タグ VLANにしか所属していないポート（受信可能なフレームタイプが、VLANタグ付きフレームのみの

ポート）で他の VLANに所属していないポートをVLANから削除する場合は、該当ポートのタグ設定をタ

グなしに変更してから削除する

関連コマンド

ADD VLAN PORT（12ページ）
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DELETE VLAN PORT

CREATE VLAN（14ページ）

DESTROY VLAN（18ページ）

SET VLAN MODE（20ページ）

SET VLAN PORT（22ページ）

SHOW VLAN（24ページ）

バーチャル LAN CentreCOM GS900SSシリーズ コマンドリファレンス 1.6.19
613-000924 Rev.D
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DESTROY VLAN

DESTROY VLAN

カテゴリー：バーチャル LAN

DESTROY VLAN={vlan-name|2..4094|ALL}

vlan-name: VLAN名

解説

VLANを削除する。

マルチプル VLANモード時は VLANの削除はできないため、エラーメッセージが表示される。

パラメーター

VLAN VLAN名または VLAN ID

入力・出力・画面例

Manager > destroy vlan=test

Operation successful.

例

■VLAN「test」を削除する

DESTROY VLAN=test

備考・注意事項

VLAN defaultは削除できない。また、所属ポートがあるVLAN、IPアドレスが指定されているVLANも

削除できない。あらかじめポートや IPアドレスを削除してから本コマンドを実行すること

関連コマンド

ADD VLAN PORT（12ページ）

CREATE VLAN（14ページ）

DELETE VLAN PORT（16ページ）

SET VLAN MODE（20ページ）

SET VLAN PORT（22ページ）
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DESTROY VLAN

SHOW VLAN（24ページ）

バーチャル LAN CentreCOM GS900SSシリーズ コマンドリファレンス 1.6.19
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SET VLAN MODE

SET VLAN MODE

カテゴリー：バーチャル LAN

SET VLAN MODE={802.1Q|MULTIPLE}

解説

VLANのモードを変更する。デフォルトは、802.1Qタグ VLANモード。

コマンド実行後は、設定を保存し、システムを再起動する。設定はシステムの再起動後に有効になる

パラメーター

MODE VLANモードを指定。802.1Q（802.1QタグVLAN）、MULTIPLE（マルチプルVLAN）から選

択する。デフォルトは 802.1Q

入力・出力・画面例

Manager > set vlan mode=multiple

Operation successful.

It will not be activated before saving the setting and rebooting the system.

例

■VLANモードをマルチプル VLANに設定する

SET VLAN MODE=MULTIPLE

備考・注意事項

VLANモードの変更は、システムの再起動後に有効になるが、コマンド実行後は、メモリー上の設定内容

は、変更後のVLANモードで作成される。SHOW VLANコマンドで表示されるVLAN情報も、変更後の

VLANモードで表示される

VLANモードを変更すると、IPアドレスの設定が消去されるので、VLANモードを変更した後に IPアド

レスを再設定する必要がある

関連コマンド

ADD VLAN PORT（12ページ）

CREATE VLAN（14ページ）
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SET VLAN MODE

DELETE VLAN PORT（16ページ）

DESTROY VLAN（18ページ）

SET VLAN PORT（22ページ）

SHOW VLAN（24ページ）

バーチャル LAN CentreCOM GS900SSシリーズ コマンドリファレンス 1.6.19
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SET VLAN PORT

SET VLAN PORT

カテゴリー：バーチャル LAN

802.1Qタグ VLANモード

SET VLAN={vlan-name|1..4094} PORT={port-list|ALL} FRAME={TAGGED|
UNTAGGED}

マルチプル VLANモード

SET VLAN=vlan-name PORT={port-list|ALL} [vlan-name]

vlan-name: 802.1Qタグ VLANモードの場合は、作成済みの VLAN名。マルチプル VLANモードの場合は、固定
VLAN名（アップリンク VLAN:UV1～3、ノーマル VLAN:NV1～10、クライアント VLAN:CV1～V99）が利用可
port-list :スイッチポート番号（1～。ハイフン [-]、カンマ [ , ]を使った複数指定も可能）

解説

802.1QVLANモードの場合は、VLAN所属ポートのタグ付き、タグなし設定を変更する。

マルチプル VLANモードの場合は、VLANに所属するポートを変更する。

パラメーター

VLAN 802.1QタグVLANモードの場合は、VLAN名またはVLAN IDで指定。マルチプルVLANモー

ドの場合は、VLAN名を指定

PORT 対象となるスイッチポート番号または ALL。ALLを指定した場合はすべてのスイッチポートが対

象となる

FRAME 該当 VLANのタグ設定。TAGGED（タグ付き）、UNTAGGED（タグなし）から選択する。タ

グ付きポートをタグなしポートに変更すると自動的に受信可能なフレームタイプがすべてのフレーム

になる。タグなしポートをタグ付きポートに変更すると VLANタグ付きフレームのみ自動的に受信

可能となる。マルチプルVLANモードの場合は、設定できないため、エラーメッセージが表示される

入力・出力・画面例

Manager > set vlan=test port=5 frame=tagged

Operation successful.

例

■VLAN「test」のポート 5をタグ付きポートとして設定する
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SET VLAN PORT

SET VLAN=test PORT=5 FRAME=TAGGED

備考・注意事項

マルチプル VLANモードの場合 VLAN名は大文字のみ使用可能。

ポート認証で認証済みのポートの所属 VLANも変更することができる。

関連コマンド

ADD VLAN PORT（12ページ）

CREATE VLAN（14ページ）

DELETE VLAN PORT（16ページ）

DESTROY VLAN（18ページ）

SET VLAN MODE（20ページ）

SHOW VLAN（24ページ）

バーチャル LAN CentreCOM GS900SSシリーズ コマンドリファレンス 1.6.19
613-000924 Rev.D
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SHOW VLAN

SHOW VLAN

カテゴリー：バーチャル LAN

802.1Qタグ VLANモード

SHOW VLAN[={vlan-name|1..4094|ALL}]

マルチプル VLANモード

SHOW VLAN

vlan-name: VLAN名

解説

VLAN情報を表示する

パラメーター

VLAN VLAN名または VLAN IDを指定。省略時はすべての VLANを表示

入力・出力・画面例

Manager > show vlan

VLAN Information(VLAN mode: 802.1Q)

--------------------------------------------------

Name ................ default

Identifier .......... 1

Status .............. Static

Configured

Untagged Ports .... 2-16

Tagged Ports ...... None

Actual

Untagged Ports .... 3-16

Tagged Ports ...... None

Trunk Ports ......... None

Mirror Port ......... None

IP Interface ........ Yes

--------------------------------------------------

Name ................ TEST

Identifier .......... 10

Status .............. Static

Configured

Untagged Ports .... 1

Tagged Ports ...... None

Actual
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SHOW VLAN

Untagged Ports .... 1-2

Tagged Ports ...... None

Trunk Ports ......... None

Mirror Port ......... None

IP Interface ........ Yes

--------------------------------------------------

Manager > show vlan

VLAN Information

--------------------------------------------------

Port Vlan

-----------------------

01 : UV1

02 : CV2

03 : CV3

04 : CV4

05 : CV5

06 : CV6

07 : CV7

08 : CV8

09 : CV9

10 : CV10

11 : CV11

12 : CV12

13 : CV13

14 : CV14

15 : CV15

16 : CV16

-----------------------

Name VLAN名

Identifier VLAN ID

Status 状態。常に Static

Configured VLAN関連コマンドで設定されたポート。

Actual 実際にVLANに所属しているポート。Port Authentication機能でRADIUSサー

バーから所属VLANを指定された場合に本パラメーターにポートの所属が反映さ

れる。

Untagged Ports タグなしポートのポート番号。

Tagged Ports タグ付きポートのポート番号。

Trunk Ports トランクポート番号

Mirror Port ミラーポート番号

IP Interface IPアドレス

表 3: 802.1Qタグ VLANモードの場合

バーチャル LAN CentreCOM GS900SSシリーズ コマンドリファレンス 1.6.19
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SHOW VLAN

Port ポート番号

Vlan VLAN名

表 4: マルチプル VLANモードの場合

例

■VLAN情報を表示する

SHOW VLAN

関連コマンド

ADD VLAN PORT（12ページ）

CREATE VLAN（14ページ）

DELETE VLAN PORT（16ページ）

DESTROY VLAN（18ページ）

SET VLAN MODE（20ページ）

SET VLAN PORT（22ページ）
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SHOW VLAN MODE

SHOW VLAN MODE

カテゴリー：バーチャル LAN

SHOW VLAN MODE

解説

起動時と現在の VLANのモードを表示する

入力・出力・画面例

Manager > show vlan mode

VLAN mode Configuration:

---------------------------------------------------------

Boot VLAN mode : 802.1Q

Current VLAN mode : Multiple

---------------------------------------------------------

Manager >

Boot VLAN mode 起動時の VLANモード（802.1Qか、Multiple）

Current VLAN mode 現在の VLANモード（802.1Q か、Multiple）

表 5:

例

■VLANモードを表示する

SHOW VLAN MODE

関連コマンド

SET VLAN MODE（20ページ）

バーチャル LAN CentreCOM GS900SSシリーズ コマンドリファレンス 1.6.19
613-000924 Rev.D

27



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (None)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Subsample
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Subsample
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN ()
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


